
NPO 法人日本磁気共鳴専門技術者認定機構 

2014 年度第 3 回理事会議事録 

期 日：2015 年 3 月 8 日（日）～ 12 日（木） メール会議 
出席者：新津 守，小倉明夫，川光秀昭，菊地克彦，熊代正行，清水 徹，土`井 司 

報告事項 

1．第 10 回 MR 専門技術者認定試験準備委員会開催報告 
期 日：2015 年 2 月 28 日（土）17:00～20:00 
場 所：神戸大学医学部附属病院 6F_大講義室 5F_B 講義室 
出席者：小倉 明夫，川光 秀昭，菊地 克彦，土`井  司，内田 幸司，高津 安男， 

山村 憲一郎，山谷 裕哉                   8 名 

作 業：受験生の部屋割りを 6F_大講義室：150 人，5F_B 講義室：67 人とした。 
    指定の座席表を各人着席予定場所に貼付した。 

5F と 6F の受付を別にした。6F_大講義室：3 台，5F_B 講義室：1 台の受付とした。 
  試験当日の役割分担，指示系統について確認した。 

    試験の配布方法，回収方法，受講票の回収方法，返却方法について議論した。 
  試験問題を開封し、落丁や不備がないかを確認した。 

2．第 10 回 MR 専門技術者認定試験実行委員会開催報告 
 期 日：2015 年 3 月 1 日（日）8:30～17:30 

場 所：神戸大学医学部附属病院 6F_大講義室 5F_B 講義室 4F_談話室 
     神戸大学医学部シスメックスホール 

出席者：小倉 明夫，川光 秀昭，菊地 克彦，熊代 正行，土`井 司， 

石本 剛，上山 毅，内田 幸司，京谷 勉輔，高津 安男，寺田 理希， 

曽宮 雄一郎，堀井 慎太郎，山村 憲一郎，山谷 裕哉        15 名 

講 師：新津 守，小林 靖宏                                           2 名 

（1）第 10 回 MR 専門技術者認定試験 
9:50～10:50 筆記試験（1）基礎物理，撮像技術，応用技術，読影技術 

11:10～12:00 安全管理講習会（1）人体への影響［新津］ 
  13:00～13:50 安全管理講習会（2）MR 装置の安全性とその対策［小林］ 
  14:10～15:10 筆記試験（2）保守管理，安全性，アーチファクト，解剖 

受験申請者：217 人，遅刻：1 人，欠席：13 人   受験者：204 人 
（2）更新のための MR 安全管理講習会（第 10 回 MR 専門技術者認定試験併会） 

11:10～12:00 安全管理講習会（1）人体への影響［新津］ 
  13:00～13:50 安全管理講習会（2）MR 装置の安全性とその対策［小林］ 
  14:00～14:30 安全管理講習会（3）MR 専門技術者の役割［土`井］ 
  14:30～15:10 安全管理講習会（4）条件付 MR 心臓ペースメーカの対応［川光］ 



（3）第 5 回認定者更新申請確認作業 
更新対象者：68 人 他に昨年からの持越し：1 人 
未更新（書類未提出）：6 人 

（4）試験採点作業 
（5）採点集計作業 

80 点以上：1 人，70～79 点：1 人，60～69 点：25 人， 
50～59 点：46 人，40～49 点：65 人，39 点以下：66 人 

（6）不適切問題の抽出 
正答率の低かった問題を確認したが、内容に不適切な箇所は認められなかった。 

（7）ボーダラインとなる解答用紙の確認 
採点間違いがないが全員で読み合わせを行ったが、間違いはなかった。 

議事                      

1．第 5 回 MR 専門技術者認定者の更新 
（1）磁気共鳴専門技術者更新申請のあった 62 人の内、書類に問題の認められなかった不備

のなかった 59 人の更新を認める。（保留の 3 人については別に審議する） 
磁気共鳴専門技術者に 53 人，上級磁気共鳴専門技術者に 6 人を認定する。 

（2）当日に申請書類の提出があった者について、磁気共鳴専門技術者として更新を認める。 
（3）院内学術誌を論文として申請の提出があった者について、論文として認め上級磁気共

鳴専門技術者として承認する。 
（4）昨年ポイント不足で保留とし今回更新申請のあった者について、更新を認め、次の更

新までの期間を 4 年とする。  
（5）今年度ポイント不足で更新の延長申請のあった者について、次年度の申請を認め、次

の更新までの期間を 4 年とする。 

2．第 10 回 MR 専門技術者認定試験  
（1）第 10 回磁気共鳴専門技術者認定試験の合格者の認定について 

合格基準を議論し合格者：60 人とした（合格率：29.4%）。 
（2）欠席者 13 人の次回認定試験時の取扱い 
   全員再受験扱いとし、事前連絡のあった者は次回の認定試験料を無償にする。 
（3）合格証の記載内容の確認 
（4）不合格通知の記載内容の確認 

3．第 10 回 MR 専門技術者の認定スケジュール案 
  3 月 17 日 第 3 回理事会（メール会議）での承認：MR 専門技術者の認定 
     19 日 ホームページで合格者受験番号の公開 

23 日 認定試験合格証と不合格証の発送（封書） 
   4 月 20 日 MR 専門技術者の認定申請手続きの締め切り 

合格通知の写し，受験票の写し，申請書，認定料振込証の写しの４点 



  5 月 10 日までに MR 専門技術者認定証の発行（事務局で作成） 
       更新のための個人票と定款･規約集を同封する 

4．2015 年度事業計画案 
 定時総会：2015 年 6 月（JSRT 東京事務所）役員改選（理事の増数） 

理事会：第 1 回（2015 年 6 月），第 2 回（2016 年 1 月），第 3 回（2016 年 3 月）  
 機構の活動：第 11 回磁気共鳴専門技術者認定試験（2016 年 3 月_首都大学東京） 
       第 1 回･第 6 回 MR 専門技術者認定者の更新 

2 度目以降の更新者の MR 安全講習会の e-learning 化 
研究班の活動，MR 安全管理研修会，MRI 検査の安全に関する啓発活動 

   
以上 


